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行政が行うアセスメント（C） 

日本災害時公衆衛生歯科研究会の「施設・避難所等 歯科口腔保健 ラピッドアセスメント票（集団・迅

速）」を用いて施設毎にアセスメントを行うことで、歯科ニーズの有無について明らかにし、後続の歯科支援

チームや歯科関係者に引き継ぎます。アセスメント票はホームページよりダウンロード可能です。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科職がいる場合  

施設・避難所等歯科口腔保健ラ

ピッドアセスメント票（集団・迅速）

を避難所ごとに作成する。（記入

例参照） 

 １ 集団レベル（公衆衛生／集団・迅速評価） 

 日本災害時公衆衛生歯科研究会. http://jsdphd.umin.jp/shiryo.html  一部改変 
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歯科職がいない場合は‥ 

施設・避難所等歯科口腔保健ラ

ピッドアセスメント票（集団・迅

速）他職種 Ver4 を避難所ごと

に作成する。 

施設・避難所等歯科口腔保健ラピッドアセスメント票（集団・迅速）他職種Ver4 

 日本災害時公衆衛生歯科研究会. http://jsdphd.umin.jp/shiryo.html  一部改変 
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STEP２避難者人数・所在人数を記入 

避難者数：夜間を含む、本部に登録されて

いる避難者数を記録します。  

評価時に所在していた避難者数：曜日や時

間帯によって避難所にいる人数は違いま

す。評価時に避難所に在所していた避難者

数を記録します。 

STEP１避難所等の情報を記入 

STEP３情報収集方法を記入 

情報収集法については実施した方法すべて

にチェックを入れてください。該当する項目

がない場合には、その他にチェックを入れ

（ ）内に方法を記入します。 STEP４記入者の氏名等を記入 

STEP５確認項目の情報を記入 

1）歯科保健医療の確保  

2）口腔清掃等の環境  

3）口腔清掃用具等の確保  

4）口腔清掃や介助等の状況、全体状況  

5）歯や口の訴え、義歯の問題、食事等の問

題 

⚫確認項目については記入漏れがないよう１・２・

３・９のいずれかに○を付けます。  

⚫3）口腔清掃用具の不足している数がわかれば

記入します。正確に何人分とわからない場合は、

およその数字でも構いません。  

⚫その他、気になったこと等は、特記事項欄に記

載します。  

STEP ６ 評価を◎○△×―で行う 

右端の簡易評価は、大まかに避難所等を評

価するもので、次の支援活動に影響します。

迷う場合はチーム内で相談して評価します。

自分が評価に迷った理由を特記事項に書い

ておくと良いでしょう。 

point ●重要です● 

空欄は確認漏れなのか、確認したが不明だったのか、わからなくなる場合があります。特記事項欄をうまく

活用し、空欄や記入漏れがないよう気を付けましょう。 

  

 

日本災害時公衆衛生歯科研究会.アセスメント票一部改変 http://jsdphd.umin.jp/shiryo.html  

公益社団法人日本歯科衛生士会. 災害歯科保健活動歯科衛生士実践マニュアル2023年度版一部改変  https://www.jdha.or.jp/ 

アセスメント票（記載例及び記入ステップ） 
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入力規制

◎
○
△
×
－

アセスメント総括表<簡易版>の使い方

A　パソコンが使える場合
（但しエクセル２００７以後のバージョンのみカラースケールが使用可）

1. 「アセスメント総括表」のシートをコピーする
2. コピーした総括表に入力後、印刷

・ 入力シート名を適宜変更する
・ 避難所等の名称を入力する
・ 「避難者等の人数」、「(1)特に口腔衛生に配慮が必要な対象者」は数値を入力する
・ 項目(2)～「その他の問題」はリストから選択する
　（入力先のセルを左クリックするとリストボタンが現れるのでそれをクリックするとリストが表示される）
・ 「避難者等の人数」～「その他の問題」は入力した値によって、自動的に書式が変更される
　（下図およびシート「アセスメント総括表入力例」参照）
・ 必要に応じて備考を入力

3. 新たに表を作成する場合には、再びシート「アセスメント総括表」をコピーして使用する

B　パソコンが使えない場合
1. あらかじめ印刷していたアセスメント総括表にデータ（数字、文字、記号）を記入する
2. 必要に応じて、データを色分けする

このエリアは変更不

可（入力規制のリス

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

入力した値に応じて自動的に色付けされる プルダウンリストから選択して入力する 

業務参考サイト 日本災害時公衆衛生歯科研究会. http://jsdphd.umin.jp/shiryo.html 〈再掲〉 

研修会・シンポジウム資料の掲載、アセスメント票や口腔ケア啓発資料の掲載 

アセスメント票（集団・迅速）総括表〈簡易版〉の使い方 

Ａ）パソコンが使える場合 

Ｂ）パソコンが使えない場合 

業務参考サイト 日本歯科医師会. 災害歯科医療対策について https://www.jda.or.jp/dentist/disaster/ 

災害歯科保健医療体制研修会や災害歯科保健医療連絡協議会の資料、アクションカード・アセス

メント票などを掲載 

日本災害時公衆衛生歯科研究会. http://jsdphd.umin.jp/shiryo.html  一部改変 
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